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の特色及び新たな The Best of The Best Benchmarking の提案を行っている。
はじめに従来のベンチマーキングである Existing Benchmarking 水準は往々
にして達成が容易なため、中期（3 年程度先）のベンチマーキングとしての
効力が十 分とは 言 い難く、 また全 評 価項目の 理想地 の 集合から 成る Ideal 
Benchmarking 水準は方策を伴った現実値ではないのでこれも Benchmarking
目標としては相応しくないことを述べている。本研究のベンチマーク活用の




新たな Benchmarking として Ideal Benchmarking への到達手段として、実在















また従来の DEA 時系列評価手法には、変化前後を 2 グループに分けて DEA 効
率値の有意差を検定する Cross Sectional Approach,等の手法と、各時点にお
ける事業体を独立した活動とみなして時系列的な効率性の変化を測定する
Window 分析法があるが、いずれの手法も時系列に向上率を把握することができ




DEA 値の時系列推移で表すことの出来る手法の構築について第 4 章で詳述する。 
第 4 章では DEA を活用する意思決定支援の評価法開発として新たに考案し
た、事業体診断モデル、AREA（Achievement Ratio Evaluation of the Effected 
Theoretical Area ）、 W-PER(Weighted Preferential Efficient Ratio) 、
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率化成果を出す時期により生じるという考え方に基づき効率化速度の評価指
標 AREA を提案している。また DMU 効率化の為に、その構成要素が標準的に機
能するレベルであることに加え、より即効性のある改善 man-hour の少ない活
動領域を選択し、早期に DMU（生産拠点）のレベル向上成果をあげて AREA 値
をより大きくすることが肝要であるので、本研究では DEA/AR 分析を行なう際
に用いるウェイトを適用して、効率化優先度比率 W-PER を Weight×Output／
Resource  と定義し、この比率の大きい順を DMU を構成する各生産管理活動
領域の効率化優先順位としている。DEA-PAB 時系列分析手法を提案し、その
際に第 2 章で述べた The Best of the Best Benchmarking を DEA-PAB 分析手
法に織りこみ、分析対象期間中は変動しない効率的フロンティア（分析対象
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